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1 ．背景
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【令和5年時点】 今後，電動車の普及が加速する
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2015年12月、国連気候変動枠組条約第21回締約国会議（COP21）において、2020年以降の
温室効果ガス排出削減等のための新たな国連枠組み「パリ協定」が採択された。
・・・産業革命前からの気温上昇を2℃未満に抑える長期目標を設定

【欧州】 ・Fit for 55を発表（CO2排出量、2030年に55%削減（1990年比）、2035年に100%削減目標）

              ・内燃機関導入禁止の政策検討（2035年に，新車販売のCO2をゼロに） → eFuel対応の内燃機関は容認

【米国】 ・2050年カーボンニュートラル達成方針、 2035～2040年内燃機関車の新車販売禁止

【中国】 ・省エネルギー・新エネルギー車技術ロードマップ2.0（2035年までにZEVの新車比率を50%以上）

【日本】 ・グリーン成長戦略
（2035年までに新車販売の20～30%を，2040年までに電動車と脱炭素燃料車で100%を達成する目標）

（日本）2050年までに80%の温室効果ガスの排出削減を目指す
（欧州）2050年に温室効果ガス排出量を、1990年比で80～90%削減することを目指す

≪長期目標≫

背景

R5の講演会にて使用した資料
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背景

欧州の動向
・2035年の小型自動車CO2排出削減目標 → 90%減に下方修正
残る10%は、下記2項目で相殺
・eFuelやバイオ燃料で得られる「燃料クレジット（上限3%）」 （←↓2021年基準目標比）

・EU域内で製造された低炭素鋼を車両に使用する「低炭素鋼クレジット（上限7%）」

・欧州製小型BEVカテゴリー「M1E」の創設

【令和8年時点】 長期戦略が見直される

・企業平均燃費（CAFE）規制の見直し（NHTSA）
・2022～2031MY：基準値を緩和、2028～：大半の小型SUVを乗用車扱いとする
・電動車のCAFÉ適用除外 （・・・電費を燃費換算する手法に課題あり：電費効率が過大評価）

・企業間クレジットの取引禁止

・環境保護局（EPA）の温室効果ガス（GHG）規制を廃止

米国の動向

BEVを普及させる上では、車両性能/電池性能を精度よく評価する必要がある



令和 8年度 講演会
4

背景

二次電池としてEV車載バッテリーが使用されることが想定される

例えば、

自動車の平均使用年数は、約13年／総走行距離は、10～15万km程度が一般的

→ 二次利用する際には、車載電池の耐久性能（劣化性能）の情報が必要となる

車両に搭載されるバッテリー性能（劣化度合い）の
正確な評価が必要

【参考】世界技術規則（GTR）_No.22（乗用EV）では、
5年以内または10万ｋｍ以内で、「駆動用バッテリーの容量：初期容量の80%以上の保証を求める」
8年以内または16万ｋｍ以内で、「駆動用バッテリーの容量：初期容量の70%以上の保証を求める」

と規定している



令和 8年度 講演会
5

目 次

1 ．背景

2 ．自動車基準調和世界フォーラム
（WP.29 / GRPE / EVE）の活動

3 ．バッテリHILSによる電動車両の評価

4 ．まとめ



令和 8年度 講演会

IWG
(Informal Working Group)
・・・技術的、専門的な検討を行う作業部会
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VIAQ
IWG

EVE
IWG

EPPR
IWG

RDE
IWG

WLTP
adhoc IWG

PMP
IWG

World Forum for Harmonization of Vehicle Regulations
自動車基準調和世界フォーラム(WP.29)

GRE
灯火器

GRPE
排出ガス・
エネルギー

GRVA
自動運転

GRSG
一般安全

GRSP
衝突安全

GRBP
騒音・
タイヤ

Economic Commission for Europe
欧州経済委員会(ECE)

United Nations
国際連合

議長：EU

副議長：Japan, China

自動車基準調和世界フォーラム（WP.29）の活動

安全で環境性能の高い自動車の普及

・自動車の安全・環境基準の国際的な調和
・各国間における自動車認証の国際的な相互承認の推進

国際連合に，
自動車基準調和世界フォーラム（WP.29）を設置

電気自動車環境部会（EVE IWG）

排出ガス・エネルギー分科会（GRPE）
・・・自動車の環境・エネルギーに関する議論

EVE：Electric Vehicles and Environment
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EVE IWGの活動

電気自動車環境部会（EVE IWG）

2012年以降、
電動車（電気自動車、プラグインハイブリッド
自動車）の普及促進に向けて、
EVE IWGにて、基準策定のための議論が、
継続的に行われている

例えば

車両に搭載されるバッテリー性能/劣化度合いの
見える化・基準の策定

＜日本、欧州、アメリカ、カナダ、中国＞

・普及の妨げとなる、粗悪な車両の排除
・ユーザーへの信頼性の高い情報提供

GTR_No.22

GTR_No.25

【電池の最低性能要件（MPR）】
（Minimum Performance Requirements）

（乗用EVバッテリ耐久要件の試験法）

（大型EVバッテリ耐久要件の試験法）
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EVE IWGの活動 （例：GTR_No.25）

大型EVの電池容量劣化

大型EVの駆動用電池の容量劣化度合いを評価する手法を検討

EVE-IWGで決定された電池劣化の評価項目の検証に対し、
新GTR作成のボランティアグループ活動に貢献

GTR_No.25成立
（2025年11月）

（公道走行）

（提案：欧州,米国）

（ﾃｽﾄｺｰｽ走行）

（提案：欧州） （提案：日本）

（提案：中国）

（充放電装置による放電）

（シャシダイ走行）
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Method2 （充放電装置による放電試験）

・・・車両の外部放電（V2H）機能を活用した放電試験を実施

【検討内容】
・充放電試験装置による運用の可否判定
・放電パターン及びその他試験時の留意点

実車CHDY試験 充放電装置試験

EVトラックの
V2H機能を利用バッテリパック

（4台）

充放電装置

制御BOXから、地域指定車速相当の放電電力
パターンを車両側に送り、車両側の電力を
充放電装置側のバッテリに放電させる試験

供試車両

制御BOX

比較
検証

大型EVの電池容量劣化測定法 R5の講演会にて紹介済み
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Method1a （テストコース走行試験）

・・・欧州提案であるが、検証データが出てこない →交通研が対応（副議長案件として）

【検討内容】
・テスト走行試験の運用の可否判定
・走行パターン

及び その他試験時の留意点

大型EVの電池容量劣化測定法

当研究所で構築した
「運転ロボット※」を
使い、効率よく検証

（※ 関連発表）
・交通研フォーラム2018
・交通研フォーラム2020
・交通研フォーラム2022
・交通研フォーラム2025

＜88th-EVE-IWG資料＞
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【Test Mode】 EVE Pattern

11

大型EVの電池容量劣化測定法
＜88th-EVE-IWG資料＞
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試験項目 乗用車
（国際、国内）

重量車
（国際）

重量車
（国内）

UBE
(認証/使用過程時)

CHDY(ｼｬｼﾀﾞｲ) テストコース，実路，
Bidi(充放電装置)，CHDY

CHDY
<JE05：電欠まで>
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バッテリHILSによる電動車両の評価

電池耐久性の検証

車両販売後には、
3～16台の車両（ユーザー保有車）の調査が必要に …重量車メーカにて

EVの試験法

→日本では、CHDYの使用が想定されるが、試験の効率化が課題
＜車両の運搬～CHDY設置～計測器取付～モード走行（電欠まで）＞

①【電池容量劣化度（SOCE）の精度検証】

②【電池の最低性能要件（MPR）の検証】

車両販売後には、
500台以上の車両（ユーザー保有車）の調査が必要に …自動車技術総合機構にて

→車検時にOBDにて検査

（State of certificated energy）

（Usable Battery Energy）
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バッテリHILSによる電動車両の評価

試験項目 乗用EV
（国際、国内）

大型EV
（国際）

大型EV
（国内）

UBE
(認証/使用過程時)

CHDY(ｼｬｼﾀﾞｲ)
<WLTC：電欠まで>

テストコース，実路，
Bidi(充放電装置)，CHDY

CHDY
<JE05：電欠まで>

電費 CHDY<Cold＆Hot> ー HILS <Hotのみ>

(標準車両諸元 ≠ 市販車）

Bidi と HILSを組合わせた手段は考えられないか？

電池耐久性の検証 →試験の効率化が課題 ・車載バッテリの性能/状態が知りたい
・車両走行パターンにて試験がしたい
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試験項目 乗用EV
（国際、国内）

大型EV
（国際）

大型EV
（国内）

UBE
(認証/使用過程時)

CHDY(ｼｬｼﾀﾞｲ)
<WLTC：電欠まで>

テストコース，実路，
Bidi(充放電装置)，CHDY

CHDY
<JE05：電欠まで>

電費 CHDY<Cold＆Hot> ー HILS <Hotのみ>

(標準車両諸元 ≠ 市販車）

・CHDY設備が不要

・車両モデルと
  車載バッテリにて、
  走行パターンを
  使った評価が可能

15

Battery

（Pack）

EV

(Real Vehicle)
Bidi

HILS

EV

(Virtual 

Vehicle)

電池耐久性の検証

V2H port

→試験の効率化が課題
“バッテリHILS”を構築し、評価

バッテリHILSによる電動車両の評価

Bidi と HILSを組合わせた手段は考えられないか？

バッテリHILS
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EV Model

Driver Model
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Chamber

Battery 

(Cell)

Battery 

Charging & 

Discharging 

Machine 

HILS

Battery 

(Pack)

バッテリHILSの構築 ・車載バッテリの性能/状態が知りたい
・車両走行パターンにて試験がしたい

・実バッテリを使用
・HILS（仮想車両）を適用

バッテリHILSの
有用性の確認

↓（手始めに）

実バッテリの
セルにて検証

（車載バッテリの使用は、
設備ハードルが高い）

バッテリHILSによる電動車両の評価



令和 8年度 講演会
17

バッテリHILS
vs. CHDY

< JC08 @ 25℃>

【評価-1】乗用EV

実車両（シャシダイナモメータ試験） ≒ 仮想車両（Battery-HILS）

車重：1,110kg

電池：16kWh

車載電池容量（パック）
＝実バッテリ（セル）×個数

バッテリHILSによる電動車両の評価
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【評価-1】乗用EV

走行環境温度の影響

< JC08 > < WLTC >

バッテリHILSによる電動車両の評価

環境温度が変化する条件下においても、 Battery-HILSで、実バッテリの評価が可能に
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バッテリHILS
vs. CHDY

< JE05 @ 25℃>

【評価-2】大型EV

実車両（シャシダイナモメータ試験） ≒ 仮想車両（Battery-HILS）

0

20

60

V
e

h
ic

le
 S

p
e

e
d

[k
m

/h
]

40

400

350

300

-40

-20

0

B
a

tt
e

ry
 C

u
rr

e
n

t

(1
-P

a
c
k
) 

[A
]

40

20

-100

-50

50

M
o

to
r 

T
o

rq
u

e

[N
m

]

0

200

150

100

120

100

80

B
a

tt
e

ry
 V

o
lt
a

g
e

[V
]

Time [s]
200 400０ 600 800 1000 1200 1800 20001400 1600

Battery VoltageVehicle Speed

Real Vehicle Model Vehicle (Battery-HILS)

車重：4,900kg

電池：82.8kWh

車載電池容量（パック）
＝実バッテリ（セル）×個数

バッテリHILSによる電動車両の評価
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【評価-2】大型EV

周辺温度変化時の評価 0
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バッテリHILSによる電動車両の評価

環境温度が変化する条件下においても、 Battery-HILSで、実バッテリの評価が可能に
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バッテリHILS

【実証済み】
HILSとバッテリのセルを接続した評価・検証 

↓
【取組中】

HILSとバッテリのパックを接続させた評価・検証 （V2Hポートを使用）

Battery

（Pack）
※
V2H 

port

EV

(Real Vehicle)

充放電装置

HILS

EV

(Virtual 

Vehicle)

・・・システム環境を構築し、評価手法の有効性について確認中

バッテリHILSによる電動車両の評価
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１．自動車基準調和世界フォーラム（WP.29 / GRPE / EVE）の活動

– 電動車の普及促進に向けてEVE IWGにて、各国と連携し課題に対応している

– 電池容量劣化測定法等の技術的検証により，国際基準の成立に貢献

２．バッテリHILSによる電動車両の評価

– 「電池耐久性の検証」を効率よく実施するための新たな評価手法「バッテリHILS」を
検討している

– 車載電池の性能（劣化）を、簡易かつ高精度に評価できる可能性がある

– 将来新技術の評価手法に応用するなど、引き続き検討を進める

今後も、国際基準の策定及び見直しに向けて、
データ収集や分析を行い、国際議論に貢献する

まとめ
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